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大学の入学式や卒業式で唱和される「建学の精神」は、若き日（３２歳）の日蓮聖人
が社会に貢献する生き方を実践するために掲げた「日本の柱・日本の眼目・日本の大
船になる」という誓願に基づく「三つの誓い」を、第１６代学長である石橋湛山先生
により、若者たちに伝わりやすくなるよう、現代風に言い換えたものです。
立正の精神に学ぶことを建学の理念に掲げる本学園において、学生・生徒のみなら
ず教職員、卒業生すべての礎となるべきものこそが、建学の精神なのです。
開校 150 周年を迎える記念すべき節目に、偉大なる先達の足跡に触れ、その根底に
流れる建学の精神に触れてみましょう。

オンライン配信 /16：00~

主　催 /立正大学
後　援 / 日蓮宗・一般財団法人石橋湛山記念財団



　日[木]10 13年2022
立正大学学園は 2022年、
開校150周年を迎えました。
その間、学園で学び

羽ばたいていった誠実で
まじめな学生・生徒たち。
先導的で独創的な
研究成果を発信し、

教育に生かしていく教授陣。
日本代表やプロスポーツ選の
輩出など、スポーツ分野での

輝かしい功績。
そんな立正らしさは
そのままに、私たちは
新たなイノベーションを

起こしていく。
よりアクティブで、
よりカラフルで、

より革新的な学園として
進化し続けるために。
社会を担う一翼で
あり続けるために。

150周年を迎えた 2022年、
さらには、その先の未来へ。
伝統と革新が融合する
新たな立正大学学園が、
今ここに立ち上がります。

正門入り口

山　手　線 大崎・五反田駅下車 徒歩５分
東急池上線 大崎広小路駅下車 徒歩１分
都営浅草線 五反田駅下車 徒歩５分
東 急 バ ス　渋 41（渋谷駅－大井町駅）

立正大学 品川キャンパス
東京都品川区大崎 4-2-16

　「日本のケインズ」と称され、第５５代内閣総理大臣ともなった石橋湛山は、
1952 年から 16 年間、立正大学長を務めました。
　言論人・ジャーナリスト、経済人、政治家、そして教育者…。
いかなる立場にあっても自由主義者、民主主義者、そして平和主義者として信念
をつらぬいた石橋湛山は、戦前戦後の狂瀾怒涛の中にあっても、時代に翻弄され
ることなく、良識とリアルな眼と不撓不屈の精神をもって日本のあるべき姿を発
信し続けました。現在の混沌とした社会情勢を背景に、その思想と言動、生き様
が再び注目されています。

　私立学校は、各学校が定める「建学の精神」に基づき、グローバルな知識基盤
社会の中で，多様化するニーズ（需要）に応じた特色ある教育研究を推進してい
ます。立正大学の「建学の精神」は、日蓮聖人の『立正安国論』に由来し、石橋
湛山が若者たちに伝わりやすくなるよう現代風に言い換えたものです。
　　　　　　　　　        立正大学の「建学の精神」　 
　　　　　　　　　　一、真実を求め至誠を捧げよう
　　　　　　　　　　一、正義を尊び邪悪を除こう
　　　　　　　　　　一、和平を願い人類に尽そう

　開校150周年の節目にあたる今回のシンポジウムでは、『石橋湛山と建学の精神』
をテーマに４名の講師に語っていただきます。

立正大学学園 
開校 150 周年記念シンポジウム

■ 会場参加̶往復はがきによる応募　　締切 /９月 30 日 [ 金 ] （消印有効）
往復はがきに、①講座名「石橋湛山と建学の精神」、②人数、③住所、④氏名 ( ふりがな )、⑤連絡先電話
番号 を明記の上送付ください。   〒141-8602 東京都品川区大崎 4-2-16  立正大学150周年記念事業 宛
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石橋湛山と
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■ 会場参加̶電子申請
　締切 /10 月 12 日 [ 水 ]12:00
　https://www.r is .ac . jp/ad/1013.html

■ Web 参加̶電子申請
　締切 /10 月 12 日 [ 水 ]12:00
　https://www.r is .ac . jp/ad/1013web.html

※新型コロナウイルス感染症拡大により、変更または中止となる可能性があります。


